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表3

雨の季節ですね。どんよりした天気の日こそ、笑っ
て気持ちだけでも晴れ晴れしませんか？
   『おふくさん』に出てくるおふくさんたちは、毎日

にこにこ楽しく暮らしてい
ます。ある日怖い鬼がや
ってきました。ところがお
ふくさんたちはへっちゃ
らで、怖い顔はつまらな
いから、いっしょに笑おう
と鬼を誘います。しかし鬼

はちっとも笑いません。そこでおふくさんたちは、
あの手この手で鬼を笑わせようとして… ? 笑う門に
は福来る、鬼を笑わせようと変な顔をするおふくさ
んには、こちらも思わず笑っちゃいますよ。

おふくさんたちの変顔に負けないのは、『落語少年
サダキチ』の主人公・忠志の顔芸〝爆裂フェイス〟 ！ 怒
り爆発寸前の先生や、不良集団をも笑いで撃退する
くらいです。
 ある日酔っぱらいのおじい
さんが若い不良たちに囲ま
れてピンチのところを、その
顔芸で救った忠志。お礼に、
とおじいさんに無理やり落語
「平林」を聞かされ、落語のと 
りこになります。そして、ひょ
んなことからお楽しみ会で「平林」を披露することに
なります。それが大ウケし大規模な落語会をやらさ
れることに ！ 困った忠志は、落語を聞かせてくれたお
じいさんがいたところに行きますが、なんとそこで江
戸時代にタイムスリップしてしまいます。さて、忠志
の運命はいかに ？ 笑いの絶えない一冊です。
   笑いが止まらないのは落語だけではありません。
『風にのってきたメアリー・ポピンズ』でも笑いが止
まらずヘンテコな出来事が起こりますよ。メアリー・

ポピンズは、バンクス家の4人の子どもたちのお世
話係としてやってきたちょっと風変わりな女の人。風
に乗ってやってきて、空っぽの
バッグから次々と物を出したり、
階段の手すりを下から上にすべ
り上がったり…。４人兄弟の上2
人、ジェインとマイケルは彼女
をすっかり気に入ります。ある
日、メアリー・ポピンズのおじさ
んの家に一緒に遊びに行くと、おじさんは空中に浮
かんでいました。笑い上戸なおじさんは、誕生日が
金曜にあたると、笑いガスが体中いっぱいになり笑
うと浮かんでしまうのです。下に降りたくても、笑い
が止まらず浮かびっぱなしのおじさんを見て、おか
しくて子どもたちも大笑い。すると、笑いガスが伝染
し、2人もおじさんと一緒に浮かんでしまいました。しか
たなくメアリー・ポピンズは、自分もみんなのところに
あがってきて、４人は空中でお茶の時間を楽しみます。
そのゆかいなこと ! 他にも不思議で面白いことが次々
起こりますよ。
  最後に紹介するのは詩集『のはらうたⅣ』です。「ひ
なたぼっこ」もいいけれど、「あめふりぼっこ」もいい
もんだ、と「あめふり」という詩をよんだのはあめひ

できさん。かたつむりでんき
ちさんは「ゆっくりあめのひ」
というおもしろい詩をよみま
した。えっ ? 雨の詩ばかりじ
ゃ困りますって ?
 では、にじひめこさんの「にじ
のもと」という詩はどうでしょ

う。いきものたちの笑い声とあるのものをまぜると、
七色の虹になるそうですよ。
   みなさんの笑いで、雨がやんで空に虹が
かかるかもしれませんね。
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　月「雨の日こそ笑いで気分は晴れ！」
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そこに彫塑的な奥行きがある。これは写真や図面で

は決して伝わらない感覚です。

　特に重要なのは、曲線と思われるものが三本の直

線から生まれる曲面（双曲放物線面）であることで

す。ガウディはこれを父・子・聖霊の三位一体と重ね、

神の造形として理解しました。つまり彼の建築は、単

なるデザインではなく、宗教的な思想と深く結びつ

いているのです。

ガウディは「自然をまねた建築」と言われますが、

それは本質ではないと思っています。自然は神の

創造物であり、そこから学ぶのは当然のことです。

しかし彼が見ていたのは、自然の形そのものでは

なくて、自然の中にある法則です。重力、構造、力の

流れ、そういった目に見えない仕組みを建築に応用

しました。

最初は洞窟のような自然の造形を取り入れるとこ

ろから始まり、やがてその背後にある原理へと進ん

でいく。この過程が、ガウディの建築を唯一無二の

ものにしています。科学的合理性と宗教的意味が、

同時に成立している点に大きな特徴があります。

　サグラダ・ファミリア（降誕のファサード）を初めて

見たとき、私は「何だこれは」と思いました。しかし見

上げると、塔の先端は近代的でキュビズム的な幾何

学造形をしている。その対比に驚かされました。あの

建築は、聖書の物語を石で表現したものです。文字

を読めない人々に伝えるための「石のバイブル」で

す。さらにガウディは、それを平面ではなく、洞窟の

ような奥行きのある空間として構成しました。

　彫刻は壁に貼り付いているのではなく、一つの立

体として存在している。だから建物全体が、物語を

持った空間になるのです。理解するには聖書の知識

も必要ですが、だからこそ何度見ても新しい発見が

あります。

　サグラダ・ファミリアでは、日本人の彫刻家・外尾

悦郎さんが活躍しています。私は彼がスペインに来

たばかりの頃に出会い、長い付き合いになります。彼

のすごさは技術だけではなく、カタルーニャという

排他的な社会の中で、日本人として仕事を続けてき

たことです。簡単なことではありません。

何度も困難があったはずですが、それでも耐え抜

いた。そして最終的にはサグラダ・ファミリアの内部

メンバーとなった。その姿には、ガウディと同じ頑固さ

と意志の強さを感じます。人間は耐え抜けば、必ず何

かの形になる。それを示している存在だと思います。

　ガウディは、子どものころから特別な天才だったわ

けではありません。むしろ普通の人間です。それで

も、自分の考えを持ち続けました。

　子どもたちに、今できないからといってあきらめ

る必要はないと伝えたいです。そして大切なのは、

自分の見方を持つことです。「なぜだろう」と疑問を

持ち続けること。その積み重ねが、自分だけの理解

につながります。

　ガウディを見るというのは、不思議な形を見ること

ではありません。自分で考え、自分なりの見方をつく

ることです。その経験こそが、これからの人生に大き

な意味を持つのだと思っています。
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